
北村尚義先生 有功賞 受賞記念 
第３５回川越剣道祭（北村杯争奪戦剣道大会）要項 

 

 
１ 日 時      令和６年１１月１７日（日） 
     午前 ８時２０分    小中学生団体の部受付   
     午前１０時３０分～１１時まで  

三段以下の部、女子の部、四段以上の部 
 
２ 会 場      川越運動公園総合体育館サブアリーナ  TEL 049-224-8765 
 
３ 主 催      川越市  川越市教育委員会  川越市体育協会 
 
４ 主 管      川越市剣道連盟 
 

５ 試合区分 小中学生団体戦の部。 
  高校大学一般個人戦の部（男子三段以下、男子四段以上、女子） 
 
６ 試合方法 小中学生チームによる団体戦トーナメント戦 
        高校大学一般男子段位別（三段以下の部・四段以上の部）、高校大学一般女

子の部（段位制限無し）によるトーナメント戦 
  優勝、準優勝、第３位を決定する 
 

１）団体戦の部 
 各所属団体対抗とし、５人制のトーナメントとする（エントリー後のポジション変更は出
来ません）。構成は先鋒小学４年生，次鋒５年生，中堅６年生各１名、副将及び大将中学生
（学年不問）２名とし、各団体２チーム以内で、下の学年が上の学年に出場するのは可能で
あり男女は問いません。ただし、小学生が中学生のポジションに参加は出来ません。 

※団体戦の部は、監督を１名記入してください。試合場には監督証を付けた監督以外は入れま   
せん。 

２）三段以下の部（申し込み時の段位とする） 
 個人戦トーナメントとする。（高校生を含む） 
 各団体３名までとする。 
３）女子の部 
 個人戦トーナメントとする。（段位制限無し） 
 各団体３名までとする。 
４）四段以上の部（申し込み時の段位とする） 
 個人戦トーナメントとする。 
 各団体３名までとする。 

※個人戦の部は、申し込み責任者を監督とみなします。 
 
７ 大会参加資格  川越市剣道連盟所属会員または登録団体会員であること。 
 

８ 試合規則  
１）全日本剣道連盟「感染予防ガイドライン」（令和６年９月１日付け）により実施します
（全剣連ＨＰを参照）。各所属において参加者(児童、生徒等)に十分周知願います。 
 
２）試合は、全日本剣道連盟 剣道試合・審判規則、同細則により実施します。   

なお、諸要領は「剣道試合・審判・運営要領の手引き」（令和 6 年 9 月 1 日 第４版）に
よる。（全剣連ＨＰを参照）。 

 
３）マスクの着用について選手は面マスクまたはシールドを着用する。 

 
４）特別規則は下記のとおりとする。 



 
団体戦 小中学生の部 

・２分間３本勝負とし、時間内に勝敗が決しないときは引き分けとする。 
・チームの勝敗は、勝者数、総本数の順で決定する。 
・但し、そのどちらもが同数であったときは代表者戦で勝敗を決する。 
・代表者戦の選手の決定は、最初に引き分けた者が対戦する。 
（２分間１本勝負、延長は２分間区切りで、延長２回で１回３０秒の休憩を取り勝敗が          

決するまで行う。） 
  ・３位決定戦を行う。 

・監督は監督証をつける。 
 
個人戦 男子三段以下の部、男子四段以上の部、女子の部 

・３分間３本勝負とし、時間内に勝敗が決しないときは、３分間の延長を１回行いそれ 
でも勝敗が決しない時は抽選で勝敗を決める。ただし、準決勝戦からは、時間内に勝   
敗が決しない時は、試合時間は３分間区切りで、延長２回で１回３０秒の休憩を取り 
勝敗が決するまで行う。 

・３位決定戦を行う。 
 
９ 組 合 せ      大会役員が事前に PC ソフトを用いたランダム抽選（責任抽選）を行う。 
 
10  申込方法  申込用ファイルに入力の上、１０月１１日（土）正午までに下記メールア

ドレス宛てに申し込む（メール配信先と異なりますのでご注意下さい）。 
 

メール申込窓口 kawagoe.kendo.federation@gmail.com  
 
なお、お申込みされた団体に対して後日事務局より受領連絡をメール致します。連絡が  
ない場合や何かご不明な点がございましたら、下記問い合わせ先までご連絡下さい。 
 
問い合わせ先  上記メールもしくは ０８０－６８４１－０４１２ 島野まで 

 
11 個人情報保護法への対応 (以下を申込者に周知してください。) 

申込書に記載される個人情報（所属団体名、漢字氏名、カナ氏名、）は、川越市剣道連   
盟及び加盟団体が実施する本大会運営のために利用する。なお、所属団体名、氏名等の最  
小限の個人情報は必要の都度、目的に合わせ公表媒体（掲示用紙、ホームページ）に公表  
することがある。更に、剣道の普及発展のためにマスコミ関係者に必要な個人情報を提供 
することがある。  


